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健康づくり／高齢福祉／障がい福祉

3
についての
基本計画を
つくりました

つの
分野

健康　づくり

YES!
78.1％

NO...
21.5％

市民アンケートより

個人の行動と健康状態の改善に加え、個人を取り巻く
社会環境の整備やその質の向上を通じて「健康寿命の
延伸」や「生涯にわたり健康だと思う人」を増やします。
また、自然に健康を意識する環境づくり、全員の健康
づくりに配慮する環境づくりといった取り組みを進め、
持続可能な地域社会を目指します。

全ての市民が生涯にわたり
心身ともに健やかで

自分らしく過ごせる千歳市の実現 

主要施策１
ちとせ健やか親子応援事業

計画期間　
令和６年度から令和 17 年度まで

（12 年間）

82.0％ あ
な
た
は
、
自
分
が

健
康
だ
と
思
い
ま
す
か
？

計画づくりに向け、市民
の健康に関する意識や生
活習慣などを把握するた
めのアンケート調査を行
いました。自らを「健康」、

「まあまあ健康」と答えた
市民は 78.1％。また健康
のために行っていること
では「たばこを吸わない」
が 71.8％で最も多い結果
を示しました。

①（仮称）ちとせ健康運動プラス 10 の普及促進 ～ プラス 10 を知ろう

② スニーカービズ運動の奨励 ～ 日常行動にプラス 10

③ 健康アプリ等の活用促進 ～ 測ってみようプラス 10

④「（仮称）しごとでお気軽プラス 10」の普及 ～ 仕事中でもプラス 10

⑤「上がりたくなる階段」の普及 ～ 楽をするよりプラス 10

＜ 平均寿命の
伸び率

健康寿命の
伸び率

81.2 歳

82.5 歳

86.5 歳

84.0 歳

平均寿命
健康寿命

男性

女性

規
則
正
し
く
朝
・
昼
・
夕
の

食
事
を
と
っ
て
い
る

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
し
て
い
る

う
す
味
の
も
の
を

食
べ
て
い
る

食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る

適
度
に
運
動
を
す
る
か

身
体
を
動
か
し
て
い
る

睡
眠
を
十
分
に
と
っ
て
い
る

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

お
酒
を
飲
み
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
て
い
る

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

よ
う
に
し
て
い
る

67.0％

49.4％

37.5％

50.1％ 48.8％
54.2％

71.8％

52.7％ 48.5％

▼健康のために行っていること
市民アンケートより

▼市民アンケート

健康市民をふやそう 
健康だと思う人の割合の増加

生活習慣の改善
生活習慣病の
発症予防・重症化予防 

個人の行動と
健康状態の改善

ライフコース
アプローチ

を踏まえた健康づくり
(1)
(2)
(3)

地域社会とのつながりや
誰もがアクセスできる
健康のための環境づくり
自然に健康になれる
環境づくり

社会環境の質の向上

(1)
(2)

次世代の健康づくり
高齢者の健康づくり
女性の健康づくり

(1)

(2)

基本
理念

基本
方針

令和 17 年度
までに

健康寿命の延伸

全体目標

主要施策２
ちとせ健康運動プラス 10

平均寿命には介護を要する期
間が含まれます。これに対し、
この期間を除く「生涯のうち
健康で過ごしている期間」を
示す指標が “健康寿命” です。
本計画では、何らかの障がい
で日常生活の動作が制限され
るに至るまでの年齢を平均的
に表したものを “健康寿命”
と定義しています。

健康寿命って何？
千歳市民の平均寿命と健康寿命（令和４年度）

　 康運動プラス 10 は、『今よ
り 10 分多く体を動かそう』

というメッセージを込めた、身体
活動・運動量増加に向けた施策で
す。国は、これにより「死亡のリ
スクを 2.8％」「生活習慣病発症を
3.6％」「ガン発症を 3.2％」「ロコモ・
認 知 症 発 症 を 8.8 ％」 そ れ ぞ れ 低
下させることや、1 年間継続する
と、 体 重 1.5 ～ 2.0kg 減 の 効 果 が
期待されると示しています。

健

　 娠期から乳幼児期、思春期も含め
この時期の保健指導・健康教育の

充実・強化に向けた取組を行います。

妊

生活習慣病
発症

⬇ 3.6％

死亡リスク

⬇ 2.8％
ガン発症

⬇ 3.2％
ロコモ・

認知症発症

⬇ 8.8％

今より
　　分多く
　　体を動かす10 千歳市 母子保健課

田村 保健師

予期せぬ妊娠、性感染症、
ＤＶなど母子を取り巻く
課題は複雑化していま
す。子育ては、「健康的
な妊娠」がそもそものス
タートであり、だからこ
そ子どもの思春期におけ
る教育が重要です。正し
い性の知識を得て、自分
の身を守る、パートナー
を大事にする。そして誰

もが望んだ形で家庭を築
けるよう、学校や助産師
会と連携し、支援します。

１駅だけなら歩いてみる、朝５分だけ早く起きてス
トレッチをするなど、日常生活の少しの時間ででき
る簡単な運動です。同じ量のご飯を食べても太りに
くくなりましたし、晴れやかな気分にもなれます。

私はコレ！
２．簡単な運動を日常に取り入れる！

最初はバナナやヨーグルトから始め、白米や納豆な
ど栄養価の高い食べ物も取り入れました。寝覚めと
代謝が良くなり、良い影響を実感しています。

１．朝食をしっかり食べる！

Pick Up!

Pick Up!

無回答
0.4％

市は、市民が安心して暮らせるための基本的な分野
である「健康づくり」、「高齢福祉」、「障がい福祉」
について、令和６年度を始期とする基本計画をつく
りました。本記事では、これらの計画の概要に加え、
その分野のプロフェッショナルの声、地域における
取り組みなどを紹介します。

※一人の人生を胎児期、幼少期、思春期、青年期および成人期から老年期までつなげて考えること

（※）

各計画は、市役所、各支所、総合福祉センター、
市立図書館などで閲覧できるほか、
市ホームページでもご覧いただけます。

■健康づくり課 健康企画係　TEL(24)0768　FAX(24)8418

第３次千歳市健康づくり計画

妊娠期からの
健康管理と産後の

生活習慣病予防

千歳市 母子保健課
左：広瀬 保健師　
右：本多 保健師　

思春期
保健

①
②

③

乳幼児期の望ましい
生活習慣づくり

Pick Up!
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健康づくり
食育

健康づくり
自殺対策

の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
強
力
か

つ
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。　

　
本
計
画
で
は
、
自
殺
の
社
会
的
な
要
因
に

対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
周
囲
の
人
た
ち
を
気
に
か
け
、
支
え
合

い
、
地
域
全
体
で
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
を

一
人
で
も
多
く
救
い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
千
歳
市
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

産地や生産者を意識して
食品を選んでいる

食育に関心を持っている

朝食を食べている

家族の誰かと
一緒に食事をする

主食・主菜・副菜を
組み合わせた食事をする

生活習慣病の予防・
改善に取り組んでいる

食事をゆっくり
よく噛んで食べる

食育に関する活動・体験に
参加したことがある

地元産の食材を購入する

食品の安全性に関する
基礎的な知識を持っている

71.4％

90.1％

46.8％

95.4％

79.9％

71.2％

26.8％

60.5％

57.3％

59.0％

53.7%

28.9%

90% 以上

100%
85% 以上

99.5% 以上

70% 以上
55% 以上

85% 以上

80% 以上

80% 以上

80% 以上

30% 以上

現状値以上

子ども（幼児～小学生）

若い世代（20 ～ 30 代）

子ども（幼児～小学生）

20 ～ 30 代

全員

現状値
令和 4 年度

目標値
令和 10 年度

食育の現状　市民アンケートより

小
さ
な
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

健
康
的
な
暮
ら
し
へ
の
〝
食
〟
ア
プ
ロ
ー
チ

市民の食に関する
問題意識や食育活
動 へ の 関 心 を 高
め、食を通して生
涯にわたる健やか
な暮らしの実現を
目指します。“おいしい！たのしい！大好きちとせ”

計画期間：令和６年度から令和 10 年度まで（５年間）

「食」は命の源であり、人間が生きていくために欠かすことのできない大切なものです。
健康で心豊かな生活を送るためには、健全な食生活を営み、おいしく楽しく食べることや、
それを支える社会環境を持続可能なものにしていくことが大切です。

食を通して健やかな暮らしを実現 食育

第２次千歳市生きるを支える自殺対策計画

自殺対策を
支える人材
育成の強化

・地域や庁内における各種会議の開催および参画
・各種個別計画との整合

地域に
おける連携と
ネットワーク

の強化

・各種市民相談 
・自殺未遂者への支援
・自死遺族への支援

・こころの健康づくり
・生きるを支える支援についての
   知識・情報の普及啓発

・講演会・講座
・イベントなどの開催を通じた普及啓発

市民への
啓発と周知

・ゲートキーパー研修など

生きること
の促進要因

への支援

・市内企業などに対する支援
 （ゲートキーパー研修・講座・講演会など）

・メンタルヘルス対策についての情報提供や
   窓口の周知

生活困窮者
への対策

子ども・若者
への対策

勤務問題
への対策

・包括的支援や介護予防事業
    などの高齢者施策

・生活困窮者自立支援事業など

・教育機関などと連携した子ども・若者への支援
・うつスクリーニングなど
・人権教室の充実・推進など

高齢者
への対策

児童生徒の
ＳＯＳの出し方に

関する教育

自
殺
対
策

誰も自殺に追い込まれることがなく、
一人ひとりが「命」の尊さを理解し合い、ともに支え合う、

安心して暮らすことができる千歳市の実現 
基　　本　　理　　念

自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た

末
の
死
で
あ
り
、
背
景
に
は
、
精
神

保
健
上
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
社

会
的
要
因
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
自
殺
対
策
は
、
社
会
に
お

け
る
自
殺
の
リ
ス
ク
要
因
を
減
ら
し
、
生
き

る
こ
と
を
促
す
要
因
を
増
や
す
こ
と
を
通
じ

て
社
会
全
体
で
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
よ

う
、「
対
人
支
援
・
地
域
連
携
・
社
会
制
度
」

Who's 
ゲートキーパー？

ゲートキーパー研修の延受講者数

656 人  ▶   881 人
実績値

H23 年～ R4 年
目標値

R10 年まで

ゲートキーパー

自殺予防週間
自殺対策強化月間

こころの健康相談
統一ダイヤル

SNS を活用
した相談

22.7％

19.5%

49.0％

8.7%

市民アンケートより

自殺の危険を抱え
た人々に、適切に
対応する（悩んで
い る 人 に 気 づ き、
声をかけ、話を聞
いて、必要な支援
につなげ、見守る）
役割を担う者をい
います。

20.3%
15.9% 13.2% 以下 

基
準
値

平
成
30
年

実
績
値

令
和
５
年

目
標
値

令
和
10
年

千歳市の自殺死亡率の推移

全国的に実施される
ことが望ましい施策 基本施策 本市の自殺の特徴や

現状の課題に即した施策重点施策

自殺対策
関連ワード
認知度調査

COLUMN管理栄養士に
聞きました

主食、主菜、副菜が揃うバ
ランスの良い食事は、私た
ちの健康を支えてくれます。
市民一人ひとりが、日々の
くらしの中で、バランスの
良い食事を意識できるよう
食に関する普及啓発を進め
ていきます。

市 民 ア ン ケ ー ト 結 果 か ら、
20 代～ 30 代の約半数が朝ご
はんを食べていないことが
わかりました。朝ごはんは
健康や成長に大きく関わる
重要な食習慣のひとつです。
まずは、朝ごはんを食べる
ことから始めてみませんか。

Pick Up!

Pick Up!

■健康づくり課 健康企画係　TEL(24)0768　FAX(24)8418

■健康づくり課 健康企画係
　TEL(24)0768　FAX(24)8418

計画期間：令和６年度から令和 10 年度まで（５年間） 第４次千歳市食育推進計画

子
ど
も
が
好
き
嫌
い
を
し
て
野
菜
を
食
べ
よ

う
と
し
ま
せ
ん
。
野
菜
を
食
べ
さ
せ
る
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

中
島
：
ま
ず
、
無
理
強
い
を
し
な
い
こ
と
。

食
べ
る
こ
と
そ
の
も
の
を
嫌
い
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
食
事
に
関
心
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
食
べ
な
く

て
も
食
卓
に
出
し
て
、
大
人
が
お
い
し
く
食

べ
る
姿
を
見
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
を

見
て
「
お
い
し
い
の
か
な
？
」
と
手
が
伸
び

れ
ば
、好
き
嫌
い
克
服
の
第
一
歩
で
す
。「
嫌

い
な
理
由
を
取
り
除
い
て
あ
げ
る
」
と
い
う

の
も
大
切
で
す
ね
。
野
菜
の
見
た
目
が
嫌
な

の
で
あ
れ
ば
、
細
か
く
刻
ん
で
カ
レ
ー
や
ハ

ン
バ
ー
グ
な
ど
好
き
な
も
の
に
混
ぜ
て
み
る

の
も
一
つ
の
手
。
加
熱
す
る
と
苦
味
が
消
え

る
野
菜
も
多
い
で
す
よ
。

子
ど
も
が
毎
日
間
食
を
し
ま
す
。
や
め
さ
せ

た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
か
。

中
島
：
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
間
食
も
食
事

の
一
つ
で
す
。
一
度
に
食
べ
ら
れ
る
量
が
少

な
く
、
活
動
量
も
多
い
の
で
、
３
食
だ
け
で

は
一
日
の
栄
養
を
取
り
き
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
間
食
は
、
不
足
し
が
ち
な
芋
類
や

牛
乳
、
果
物
な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。
人
参

な
ど
の
苦
手
に
な
り
が
ち
な
野
菜
も
、
す
り

お
ろ
し
て
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
に
混
ぜ
る
こ
と

で
、
お
い
し
く
食
べ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
よ
。

食
生
活
を
改
善
し
た
い
の
で
す
が
、
野
菜
を

ど
れ
く
ら
い
食
べ
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

江
尻
：
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
方
法
の
一

つ
と
し
て
、
野
菜
を
一
日
350
ｇ
以
上
摂と

る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

生
野
菜
で
あ
れ
ば
、
両
手
い
っ
ぱ
い
分
×
３

食
の
量
に
相
当
し
ま
す
。

野
菜
に
は
、
ど
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す
か
。

江
尻
：
同
じ
献
立
で
も
野
菜
を
先
に
食
べ
る

こ
と
で
、
食
物
繊
維
の
働
き
で
急
激
な
血
糖

値
の
上
昇
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
食
物
繊
維
は

腸
内
で
水
を
吸
っ
て
膨
ら
む
た
め
、
腸
の
活

動
を
促
進
し
、
便
通
を
良
く
す
る
効
果
も
あ

り
ま
す
。
ピ
ー
マ
ン
や
ト
マ
ト
、
ほ
う
れ
ん

草
な
ど
色
の
濃
い
緑
黄
色
野
菜
に
は
、
高
血

圧
の
改
善
や
、
高
血
糖
で
傷
ん
だ
血
管
の
修

復
と
い
っ
た
効
果
も
あ
り
ま
す
。

野
菜
を
一
日

350
ｇ
も
食
べ
ら
れ
る
か
不
安
で

す
。
い
い
食
べ
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

江
尻
：
サ
ラ
ダ
だ
け
で
な
く
、
蒸
し
た
り
焼

い
た
り
し
て
、
カ
サ
を
小
さ
く
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
カ
ッ
ト
野
菜
や
冷
凍

野
菜
な
ど
、
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
野
菜
も
増

え
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
毎
日
の
食
事
に

少
し
ず
つ
野
菜
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ

う
。
小
さ
な
こ
と
で
も
長
く
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
、
１
つ
で
も
２
つ
で
も
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
、
本
人
の
健
康
を
守
っ
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

千歳市 市民健康課
江尻 管理栄養士

千歳市 母子保健課
中島 管理栄養士

食
事
を
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
を
作
ろ
う

一
日
に
350
ｇ
、
野
菜
を
食
べ
よ
う

広報ちとせ 令和６(2024) 年５月号 

生涯にわたり健全な心身を培う
食育の実践の環を広げよう

～おいしい！たのしい！大好きちとせ～

持続可能な食を支える食育の推進

地域食材の活用、千産千消の推進
地域や季節に応じた食文化の継承

環境を意識した食生活の推進

基　本　理　念

健康で心豊かな食生活の実践

健康寿命の延伸につながる食生活の推進
次世代につなげる食育の推進

多様な暮らしに対応した食育の推進

基　本　目　標
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■高齢者支援課 高齢福祉係
　TEL(24)0295　FAX(23)6700

令和６年度から、第１号被保険者保険料の所得段階別
の負担設定が 13 段階に変更されました。これにより高
所得者の標準乗率引き上げ、低所得者の標準乗率引き
下げを図っています。また、令和元年度に消費税率が
10％へ引き上げられたことから、その財源の一部を第
１段階から第３段階に該当する方の減額賦課に充てる
ことで、低所得世帯の保険料を軽減しています。

保険料段階 第 1 号被保険者所得段階 年額
（月額）

第１段階

生活保護を受給している方／世帯全員が住民税
非課税で老齢福祉年金を受給している方／世帯
全員が住民税非課税で本人の課税年金収入額＋
その他の合計所得金額が 80 万円以下の方

17,100 円
（1,425 円）

第２段階
世帯全員が住民税非課税で、
本人の課税年金収入額＋その他の合計所得金額が
80 万円を超え 120 万円以下の方

29,100 円
（2,425 円）

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入
額＋その他の合計所得金額が 120 万円を超える方

41,100 円
（3,425 円）

第４段階
本人が住民税非課税で世帯の中に住民税課税者
がいて、課税年金収入額＋その他の合計所得金
額が 80 万円以下の方

54,000 円
（4,500 円）

第５段階
本人が住民税非課税で世帯の中に住民税課税者
がいて、課税年金収入額＋その他の合計所得金
額が 80 万円を超える方

60,000 円
（5,000 円）

第６段階 本人に住民税が課税されていて、
合計所得金額が 120 万円未満の方

72,000 円
（6,000 円）

第７段階 本人に住民税が課税されていて、
合計所得金額が 120 万円以上 210 万円未満の方

78,000 円
（6,500 円）

第８段階 本人に住民税が課税されていて、
合計所得金額が 210 万円以上 320 万円未満の方

90,000 円
（7,500 円）

第９段階 本人に住民税が課税されていて、
合計所得金額が 320 万円以上 420 万円未満の方

102,000 円
（8,500 円）

第 10 段階 本人に住民税が課税されていて、
合計所得金額が 420 万円以上 520 万円未満の方

114,000 円
（9,500 円）

第 11 段階 本人に住民税が課税されていて、
合計所得金額が 520 万円以上 620 万円未満の方

126,000 円
（10,500 円）

第 12 段階 本人に住民税が課税されていて、
合計所得金額が 620 万円以上 720 万円未満の方

138,000 円
（11,500 円）

第 13 段階 本人に住民税が課税されていて、
合計所得金額が 720 万円以上の方

144,000 円
（12,000 円）

計画期間：令和６年度から令和８年度まで（３年間）

高齢福祉

認知症施策
の推進05

早期発見・早期対応の
推進／認知症の人を支
える地域づくりの推進

地域包括支援センター
の体制強化／地域ケア
会議の充実／相談およ
び広報体制などの整備

地域支援体制の
機能強化01

介護予防・
健康づくり
の推進

02

医療・介護
体制の充実03

介護保険サービスなどの充
実・強化／在宅医療・介護連
携の推進／介護人材の確保・
資質向上および事業者支援

支え合いの
地域づくりの推進04

生活支援体制整備の推
進／家族介護者等への
支援／生きがいづくり
と社会参加の促進

安心して暮らせる
環境づくりの推進06

生活支援体制の充実
安心して暮らせる住まいの確保
人にやさしいまちづくりの促進

高齢者の権利擁護の推進

自立支援・介護予防の推進
健康づくりの推進

障がい福祉
計画期間：令和６年度から令和８年度まで（３年間）

令和７年には「団塊の世代」が 75
歳以上に、令和 22 年には「団塊
ジュニア世代」が 65 歳以上にな
り、高齢者が増加する一方で、生
産年齢人口が急減することが見込
まれています。これを見据え、介
護保険制度の持続により、高齢者
が可能な限り住み慣れた地域で自
立した生活を送ることができるよ
う「地域包括ケアシステムの深化・
推進」を目指します。

▶
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料  

令
和
６
年
度
～
令
和
８
年
度

千歳市障がい者計画
障がい者施策のあり方を
総合的、体系的に定めた
基本的な計画です。障が
いのある人の生活に関わ
る幅広い分野の取り組み
を定めています。

第７期千歳市障がい福祉計画
第３期千歳市障がい児福祉計画
地域において必要な障がい福祉サービ
ス・障がい児支援などが計画的に提供
されるよう、令和８年度における数値
目標を設定しています。また各年度の
サービス量を見込み、提供体制の確保
のための方策などを定めています。

I C T やロボットなどの
テクノロジーを活用し、
人材不足の解消や職員
の負担軽減を図ります。

自立と共生
の推進05

雇用・就労の推進
地域共生の推進

権利擁護の推進・虐待の防止
理解促進・差別解消の推進

差別の解消、
権利擁護の推進
および虐待の防止

01

安全・安心な
生活環境の整備02

暮らしの充実03
生活支援の充実／保健・
医療の推進／情報アク
セ シ ビ リ テ ィ の 向 上・
意思疎通支援の充実

障がい児支援
の充実04

発達支援の充実／共に過
ごし、共に学ぶ環境づく
りと支援体制の充実

生活環境のバリアフ
リー化／防災・防犯・
感染症対策の推進

８
人

４
か
所

年
１
回

以
上

施設入所者の
地域生活移行者数
令和４年度末時点の
施設入所者数（123 人）の
6.0% 以上を地域生活へ
移行させる

以
上

１
か
所

以
上

３
人
以
上

医療的ケア児
コーディネーターの配置

10
人
以
上

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置 １
か
所
地
域
生
活
支
援
拠
点
等

の
設
置

保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
を

行
う
事
業
所
数

本計画がめざす主な数値目標
令和６年度　▶　令和８年度

児
童
を
主
た
る
対
象
と
し
た

相
談
支
援
専
門
員
の
確
保

精
神
障
が
い
に
も
対
応
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

関
す
る
協
議
の
場
の
開
催
回
数

第７期千歳市障がい福祉計画

第３期千歳市障がい児福祉計画

障がいのある人が、
安心して、自立した生活を

送ることができる地域共生社会の実現

基　　本　　理　　念 基　　本　　理　　念

いくつになっても自分らしく、
元気で住み慣れた地域で支え合い、

安心して暮らし続けることができる
地域社会の実現
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介護ＤＸの推進

千歳市児童発達支援センターの
職員に聞きました

医療的ケア児コーディネーターって
どんな仕事？

ケアが必要な子どもに対し、保育園や幼
稚園への入園に向けたコーディネートを
します。入園にはもちろん園との調整が
必要ですが、一方で保護者の希望や思い
もあります。それぞれの思いを汲み、調
和が取れるよう常に心がけています。

胎児やそのお母さんもケアの対象です。
生まれる前の、ケアが必要と思われる子
どもについて「自宅でどう生活するか」、

「園には入れるのか」、「兄弟の一時預かり
をどうするか」など、さまざまな可能性
を考え、育てていく見通しを伝えます。

MESSAGE 頼れる場所、たくさんあります

一人で抱え込まず、気軽に相談してください

Pick Up!

■障がい者支援課 障がい福祉係　　
　TEL(24)0327　FAX(23)6700
■児童発達支援センター 通所給付係
　TEL(24)0348　FAX(27)1113

４月 12 日　ちとせ介護テックイノベーションエキスポにて

介護予防教室

➊離床センサーを用いた見守りシステム／➋服薬サポートロボット
➌➍セラピーロボット／➎移乗介助ロボット

➊ ➋

➌
➍

➎

event

千歳市介護予防センターは、健康
を維持するために役立つ情報を紹
介する「介護予防教室」を定期的
に開催しています。参加者は、誰
でも簡単に取り組める「いきいき
百歳体操」などで身体を動かしま
す。地域の人々の交流の場でもあ
り、多くの市民が参加しています。

千歳市障がい者計画・第７期千歳市障がい福祉計画・第３期千歳市障がい児福祉計画 千歳市高齢者福祉計画・第９期千歳市介護保険事業計画

石脇 理学療法士 渡辺 作業療法士


